
令和６年度重点テーマの該当性について 

 

重点テーマに該当するか否か判断するための目安は次のとおりです。なお、重点テーマに該

当しない場合でも、支援金の対象事業になります。 



区  分 判   断   の   目   安 

(1)女性・若者に

選ばれる県づ

くり 

(Ｒ５～) 

県外への人口流出が抑制され、Ｕターンや移住による県外からも選ばれ

る県づくりに向けた女性・若者の社会増をめざす取組 

(2)2050ゼロカー

ボンに向けた

取組の推進 

(Ｒ３～) 

温室効果ガス総排出量の削減に向けた再生可能エネルギーの普及、省エ

ネ行動の拡大などの取組 

(3)移住・定住、

つながり人口

づくりの促進 

① 事業目的 

・地域外からの移住・定住の促進やつながり人口の創出・拡大を目的と

していること。 

・移住・定住やつながり人口の拡大に繋がる南信州地域の認知度向上を

目的としていること。 

② 事業内容 

・移住・定住の促進やつながり人口の創出・拡大に向けた具体的な取組

が含まれていること。 

・南信州地域の認知度向上に繋がる具体的な取組が含まれていること。 

③ 事業効果 

移住・定住の促進やつながり人口の地域づくりへの参画が期待できる

こと。 

(4)伝統文化の継

承 

 

① 事業目的 

伝統芸能（風流踊・歌舞伎等）や当地域で古くから受け継がれてきた

生活の技や知恵（阿島傘・わら細工・炭焼き等）を継承することを主た

る目的としていること。 

 

② 事業内容 

担い手の育成等、伝統文化を継承するための方法が具体的な事業内容

であること。 

③ 事業効果 

保存団体・地域・企業など多様な主体が連携し、伝統文化の継承に向

けた効果が期待できること。 

(5)地域の特色あ

る産業の振興 

 

① 事業目的 

当地域の特色ある産業(水引、伝統野菜等)の振興を目的としているこ

と。 

② 事業内容 

事業の効果が特定の者にとどまることなく、広く地域に及ぶ内容であ

ること。 

③ 事業効果 

新たな販路の開拓・拡大が期待できること。 



区  分 判   断   の   目   安 

(6)地域の強みを

活かした観光

の推進 

① 事業目的 

  森林や里山等の様々な地域資源の活用により、滞在型又は周遊型の地

域内観光の推進を目的としていること。 

② 事業内容 

・森林資源や里山の「暮らし・仕事・文化」等の地域観光資源の磨き上

げなどを通じ、地域内での滞在又は周遊を促進する内容であること。 

③ 事業効果 

地域の強みを活かすことにより、滞在・周遊を促す観光の推進が期待

できること。 

(7)森林資源の利

活用の推進 

① 事業目的 

  地域の豊かな森林資源の持続的な整備を図るとともに、利活用の推進

を目的としていること。 

② 事業内容 

森林・竹林の整備及び伐採した木(竹)材を活用した取組が含まれてい

ること。 

③ 事業効果 

地域住民、行政機関、地域団体などが連携して森林・竹林を整備する

ことにより、里山の環境保全や木(竹)材を活用した地域振興が期待でき

ること。 

 


